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香りを含む女たち(下)
･-⊥冗嘉晋期の詩歌辞賦作品に見える芳香と女性の表現について
狩野　雄
所思荏庭隻魚比目
墓父頚
有美一人娩如青陽知音識曲
思う所は庭に在り隻魚　目を比べ鴛蒼　頚を交う美なる一人有り娩如として青陽たり音を知り曲を識え
三　魂晋期の豪作品に見られる芳香と女性の表現(1)　曹氏兄弟の場合IL香気の｢発見｣曹重は'｢秋胡行｣　(汎汎藻池)と｢善哉行｣　(有美一人)という楽府
メ
作品において香りと女性の表現を行っている｡｢秋胡行｣(汎汎藻池)から見てみよう｡
汎汎藻地中有浮辞書身流波随風摩傾芙蓉含芳言iU∴.朝采其貰夕凧其英采之誰遺
汎汎たる藻池中に浮辞有り身を流波に寄せ風に随いて磨き傾く芙蓉は芳せを含み
t票は柴を垂る
朝に其の賓を采り夕に其の英を凧ぶ之を采りて誰に遺らん
善窺琴万　善く柴の方を為す
〔芸文類衆巻四十一楽部l　曹杢｢秋胡行｣〕
この｢秋胡行｣では'香りを直接に含むのはハスの花であって女性ではなく'芳香と女性の表現としては坐uノしも明確ではない｡ただ'本稿第一章で触れた『詩』｢滞隈｣の手法を踏んで花から女性が連想的に現れており'花を仲立ちにして女性は香りと結びつくとすることは可能であろう｡加えて､｢朝采其貰｣からの四句が『莞藍の九歌や｢離騒｣に基づくことも香りを意識させずにはおかない)｡
さらにまた'数句を共有Lt　｢秋胡行｣と関連して作られたと思われ
る｢善哉行｣　(有美1人)を併せて考察すると'やはり女性(を包む空間)が香るものとして捉えられていたであろうことが知られるのである｡｢善哉行｣　の前半部分は次のようになっている｡
有美一人　　美なる一人有り娩如清揚　娩如として清揚たり研姿巧笑　研なる姿巧しき笑和婚心腸　和塘なる心腸
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知立轟　音を知り曲を識え善島琴万　善く柴の方を寧uノ
山喜微妙　哀弦は微妙にして
活気含芳　活気は芳りを含む流鄭激楚　鄭を流し楚を激しくし度宮中商　官に度り商に中つ
〔楽府詩集巻三十六　変調曲一曹杢｢善哉行｣〕
音楽の描写に挟まれて｢酒気は芳りを含む｣という句が置かれている0音楽が奏でられる空間の清かな空気'あるいは清澄なる楽の音が香りを含んでいると解することができる｡
音楽の表現に近接するかたちで芳香の表現がなされるというのは'
『欝九歌の丞女が神降ろしをする姿に淵源していようが'より直接的には'漢賦､なかでも後漢の博毅｢舞賦｣を襲ったものであると考えられる｡ただ'｢舞賦｣の芳香表現が'｢若芳を揮っ｣-･l香る植物をふるう､というように視覚的に捉えていたのに比して'ここでは､視覚以外の感覚をも動員して香りを捉えようとする姿勢が詠み込まれているように思われる｡
｢善哉行｣においても'詩人は最初､｢美なる一人｣が｢有｣ること
に始まって｢清揚｣　(目元すずやかなさま)　｢研ぎ　(あでなる善と'その存在を視覚的に捉えてゆくのであるが'やがて演奏される音楽に意識が移ると､聴覚や喚覚など視覚以外の感覚が現れてくる｡そのうちと
くに喚覚に関わるのが｢酒気は芳りを含む｣である｡｢清｣と｢芳｣とは響き合っており'あたかも､視覚だけでは掬しきれないその場の空気を､聴覚に嘆覚(そして触覚)を合わせることで感じ取ろうとするかのようである｡｢清泉は芳りを含む｣という句が音楽の表現の外ではなく内に入っていることによって視覚以外の感覚が浮かび上がる効果を有している㌔
曹杢｢善哉行｣は'香りを'必ずしもそこに存在し目に映る景物の一
っとしてではなく'香りそのものとして捉えようとしながら表現を行っているように感じられる｡言い換えれば､香りを詩歌の世界に積極的に取り入れようとする姿勢であると見倣すことができよう｡
こうした姿勢は､右に見た｢洛神賦｣や｢七盛｣に香りを含む女性の
姿を詠み込んでいた曹倍にも認められるものである｡曹橋は｢美女篇｣において香る女性の姿を詠み込んでいる｡
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美女妖且閑采桑岐路開明珠交玉鱒珊瑚間木難薙衣何親親軽楯随風還顧晒遮光米長噴気若蘭
美女妖にして且つ閑なり桑を采る　岐路の間明珠　玉鱒に交わり珊瑚　木難に間わる羅衣　何ぞ親親たる軽裾　風に随いて還る顧昭　光米を遺す長嚇すれば気は蘭の若し
行徒用自劣周　行徒は用て鴛を息し休者以忘餐　休者は以て餐を忘る
〔文選巻二十七　曹構｢美女篇｣〕
香りの表現は'｢長噺すれば気は蘭の若し｣という句においてなされている｡｢洛神賦｣の｢軒を含んで未だ吐かず　気は幽蘭の若し｣とともに宋玉｢神女拭｣に由来すると思われる表現である｡
この｢美女篇｣が作品として基づいているのは楽府古辞の｢陪上声
である㌔
桑を采ることにはじまり'身に付ける替mで美しさを歌い上げる点
や道行く人々が見惚れている様子を詠じ込む占憲ど､実によく｢階上桑｣の表現を襲っているが'｢階上垂に見られない表現もいくつか加えら
メ
れている.その一つが｢長噺すれば菊は蘭の若し｣という､発する白,A香草の蘭の如くに香るというものなのである｡このことは､曹櫓にとって美女の要素の一つが'芳香を放つということにあったことを示していよう｡｢美女夢と題されていることや'先に触れた｢洛神賦｣｢七啓｣に見られる芳香の表現などと併せて考えると､美しい女性は香りを漂わせる存在であると考える傾きが曹横にあったであろうことが理解される｡
｢美女芦の表現は'曹重の｢善哉行｣に比べて､女性がより直接に
芳りを発するような表現になっていて'一見すると芳香の表現である揺か関わりがないように見える｡しかし'香りをどのように捉えるかといぅ点か皇uノれば相導uノるものがある｡両者共通して｢束(5｣字を用
いているのがそれである｡
『説文解字』にt rDTJは'雲弓なり(hr.､雲雪也)｣とあり'｢雲は､
山川の弓なり(雲'山川ArJ也)｣とあるように'東(5｣とは本来､自然界に存在する雲気(水蒸気の立ちのぼるようす)を表す字である｡可視的でないことはないが'名詞的でもあり形容詞的でもあるその有り様は'形相のあわいに位置するものであり'多分に身体で聾uノるものでもある｡可視的であるという意味においては'香りを視覚的に捉えていることとなる｡ただ､この場合にも'香る情況ではなく'あくまでも香りそのものを視覚的に捉えようとしていることは注意されてよいであろう｡
この｢気｣字が香りの表現として用いられているのは'曹氏兄弟の作
品にさきがけては'現存する詩歌作品には見各uノ､辞賦作品においても'管見の限りでは左に掲げる後漢の王逸(安帝の元初年間に校書即となり'順帝の時に侍中となった)の｢嘉支賦｣を見出すのみである｡
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仰歎麗表僻嘗毒味口含甘液心受芳気
仰ぎて贋表を歎じ僻きて嘉味を嘗む口に甘液を含み心に芳気を受く
〔芸文類衆巻八十七　菓部下　嘉支5]
仰いで嘉支の姿に見惚れ'僻いて佳味を口にするo口で甘い果汁を味わい'心でその香りを楽しむ-しその香りは視覚では捉えられないもの
であるが'鼻口腔中にたしかに満ちるものであり'実態のないものではない｡王逸はそれを｢芳束｣と表現したのである｡
これまで触れた作品からも知られるように'曹重と曹植は､王逸が寡
支を詠じた際に用いた芳香の気というものを好んで用いている6｡芳香は｢束(5｣と結びつくことによって'喚覚や皮膚感覚によって'あるいは視覚によっても捉えられるものとして強く意識されるようになったのではなかろうか｡つまり'やや大げさに言うことが許されるならば'曹氏兄弟は香気の詩語としての魅力に気がついたということであるC
漢代ではもっぱら暁において'そしてある部分｢視覚的｣に表現され
ていた香りを含む女性の姿は'曹不一曹植兄弟の楽府作品によって'香りそのものに対する表現が試みられながら'本格的に詩歌作品にもたらされたということができるように思う｡さらに'これ以降の'女性と関わるものを含めた芳香の表現が香気を前提にしてなされているという点に鑑みれば'香気は曹氏兄弟によって｢発見｣されたともいえるのである｣｡
繰り返していえば'曹氏兄弟の芳香と女性の表現は､内容面において
よりも､詩歌作品においても積極的に表現を行うというジャンルの越境という面､さらにはより重要なこととして'芳香そのものの捉え方において大きな画期となったと評価されるべきものなのである｡
(2)　院籍の場A7香る女性のヴアリアントこのほか魂に分期される詩人のものとしては'院籍(二10-二六三)
四
の二つの作品に芳香と女性(的な存在)の表現が見出される｡二つはいずれも『文選』所収の｢詠懐詩｣である｡まず'本稿冒頭にも触れた｢詠懐詩｣其四から見てみることとしよう｡
昔旦革華子安陵輿龍陽天天桃李花灼灼有輝光怜段博若九春草折似秋霜流折線姿姻言笑吐芥芳捕手等歓愛宿昔同衣裳願鳥隻飛鳥比翼共和朔丹青著明誓永世不相忘
昔日　繁華の子安陵と龍陽と天天たる桃李の花灼灼として輝光有り惚博すること九春の若く磐折すること秋霜に似たり流略して姿裾を尊し言笑して芥方を吐く
/
手を据えて歓愛を等しくし宿昔　衣裳を同じくす願わくは隻飛鳥と焦り翼を比べて共に弼期せん丹青もて明肇を著し永世　相忘れざらん
〔文選巻二十三　院籍｢詠懐詩｣其四〕
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香りの表現は第八句に｢言笑して芽芳を吐く｣と見えている｡この句で表現されている'毒筆や笑い声とともに吐き出される芳しき息の有する昔時は'宋玉｢神轟がそうであったように恋慕の対象への接近･接触の希求であろう｡詩の前半は強く視覚が志向されるが'第八句で聴覚
と喚覚とに焦点が合うことによって'恋慕する者･恋慕される者の両者は一息に接近してゆき触れ合うこととなる｡言い換えれば'視覚の対秦であったのが'聴覚や喚覚を経ることによって触覚の対象へとなってゆく'｢詠憶詩｣其四にぶいては'このような形で愛情が実感されてゆく'ということである｡この点においては'｢詠懐詩｣其四の芳香表現は～同様に機能しながら宋玉｢神女賦｣とは逆の結果となり'さらに踏み越えたかたちでなされているといえよう｡
ところで'詩中の｢安陵｣　｢龍陽｣は､『戦国策』(楚策一)や『説苑』
(権謀)に見える安陵君と『戦国策』　(魂策四)に見える龍陽君という男寵を寒昧する｡第八句はその二人が笑って言葉を発する時に得も言われぬ香りがただようこそをいうのである｡
つまり'ここで芳しい息を吐くのは'神女ではなく､女楽でもなく～
女性ですらない美しい男性である｡後漢末三国期になって積極的に詩歌作品にもたらされた芳しい香りを漂わせる美人の姿は'阪籍｢詠懐詩｣に至って早くもかかるヴアリアントを生み出すこととなったのである0
こうした表現は､美人というものは芳しい息を吐くというイメージが
確立しっつあったことを反映しているものであろうし､また'芳しき息を吐きながら男性を惹きつける美なる存在という点だけを見て極端な物言いをすれば'李善が注に宋玉｢神女賦｣を引いているように'彼らは神女の系譜の上にあると考えることができるのかも知れない｡
神女ということでいえば'｢詠懐詩｣にはこのほかにも英二に次のよ
うな表現が見られる｡
二妃遊江演消造順風期交甫懐発現娩轡有芳芳椅摩情歓愛千載不相忘傾城迷下葉容好緯中腸感激生憂思譲草樹蘭房膏休窺誰施其雨怨朝陽如何金石交一旦更離傷
二妃　江渡に遊び消造して風に傾いて摺る交甫　環楓を懐く娩轡として芥芳有り狩扉として情に歓愛し千載　相忘れず城を傾け下葉を迷わす容好　中腸に結ぼる感激して憂田やを生じ
讐蘭房に樹う
膏休　誰が馬にか施さん其れ雨ふれと朝陽を怨む如何ぞ金石の交り1旦にして更に醇傷す
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〔文選巻二十三　院籍｢詠懐詩｣英二〕
香りの表現は第四句に｢腕轡として芥芳有り｣､第十句に｢譲草を蘭戻に樹う｣として見える｡この詩の典故となっているのは'『列仙伝』等に載せられている鄭交甫と二妃の話であるが､そこには芳香の表現は見られない(第十句に関してい,左は'院籍が'恋い焦がれるのを二妃とする表現を典故に附加して詠んだ結果生じた表現であるが)｡第十句の｢蘭房｣については張華の項であらためて述べることとして､ここでは第四句の　｢芥芳｣について少し考察を加えておきたい｡
7こ
｢娩轡として芥芳有｣るのが1体何であるのか'鈴木虎雄氏が｢此請
の結構語の用法はごちゃくして主客混雑のきらひがある8]と云われるように､分明でないところはのこる(本稿では鈴木氏の解釈に従って二妃が交甫に手渡した｢環楓｣であると解した)｡ただ'本来的に芥芳をただよわせるのが二妃であろうと鄭交甫であろうと'続く第五二ハ句に｢狩廓として情　歓愛し　千載　相忘れず｣とあるように､男女の情愛に関わって(それも中心的なイメージとして)香りが詠み込まれていることは紛れないことである｡香る物が(あるいは香る者から)贈与され'その結果'贈られた物(あるいは贈るという行為)によって千載忘れることのない恋情が象徴されるという構成である｡
先行する作品を敷きつつそこに新たに香りを詠じ込むことは'すでに
曹構｢美女篇｣がそうであったLtこの後に触れる博玄や陸機にも見られるものである｡それらがいずれも詩歌作品を本歌としながらの変奏であるのに対し'阪籍の｢詠懐詩｣が史伝を典故としているのは'詩体の性質の差とまったく無関係ということはないであろう｡つまり'ここで｢詠憶詩｣が史伝を典故としているのは､楽府系統とは一線を画した狭義の詩へと'香りと女性の表現がもたらされたことを意味してもいるのである｡
『詩口巴の詩人の系統関係にあって独自の位置を占める院籍の在り方
と直接の関わりがあると指摘できるとは思わないが'芳香と女性の表現の系譜においても院籍はやはり独創的である｡ここでは'芳香と女性の表現の系譜を辿る視点から'院籍｢詠懐詩｣の二例が､典故となる物請
′ヽ
の中の人物像を作品中に生かしながら､典故にはない香りを詠み込み'情愛と美しく絡ませることに成功していること'また､情愛と絡ませる中で時間に言及する表現をしていることとに特に注目しておきたい㌔後者は'後でも少しく触れるように'香りの表現が時の経過と即くようになってゆく萌芽ともなるからである｡
(3)　博玄の場A呈万香と時間'あるいは典型魂と西晋の時期にあって､芳香と女性の表現は'多く楽府作品の中に
見出されるという傾向を持っていることは先に触れた｡院籍と菩康に相前後して生まれ､魂から西晋にかけての時代を生きた博玄(二1七11t七八)も､数籍の楽府作品において､芳香と女性の表現を試みた一人で
/
ある.毒uノ'先行作品を踏事見た例として｢毒声を見てみよう｡
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秋蘭蔭玉池池水清且芳芙蓉随風葬中有隻鴛蒼倦苗州自椀躍両鳥時週期君期歴九秋輿妾同衣裳
秋蘭　玉池を蔭う池水　清く且つ芳し芙蓉　風に随いて尊く中に隻鴛蒼有り
苦州　自ら塵躍し
繭烏　時に廻期す君　九秋を歴るを期として妾と衣裳を同じくせよ
〔玉台新詠巻二
博玄｢秋蘭篇｣〕
｢秋蘭篇｣において､主として描かれているのは､池に影さす蘭であり'
蘭によって芳香漂うことになった池とそこに存在Tuノる蓮･鳥･魚である｡女性はこれらの自然界の生物に導かれて末句に塀れていて'はっきりと香りを含んでいるとは表現されてはいない｡しかし'ありうべき自然の生物のごとくに､自分のもとへとあなたは帰らなければならない'と忠慕が表される結構において'その自然の空間が芳香に包まれていることを見れば､好もしい女性の在り方に'香るということが意識されているとすることは可能であろう｡
この点は､上に見た張衝の｢怨詩｣や曹杢の楽府作品｢秋胡行｣　(帆
汎藻池)と同様であるー○｡張衡｢怨詩｣は本稿上篇に述べたように『楚辞』を想起させるものである｡このことと'博玄の｢秋蘭篇｣に｢其の旨は婦人の君子に託すを言い'猶お秋蘭の玉池に蔭さすがごとく'楚節
/
と同意なり｣という『楽府詩集』の題解uのような解釈が現れてくることとは無関係ではないのであろう｡
また'｢西長安行｣という作品では､男性からの贈り物に｢香曜2｣な
るものが含まれている｡
更有今異心香亦不可焼環亦不可沈香焼日有歌環沈目白深
更に異心有りと香も亦た焼くべか.なTuノ環も亦た沈むべからず香は焼けば日に歌くること有り環は沈めば日に自ら探し
所思今何在乃在西長安何用存間妾香得隻珠環何用重存間羽雲汗今我今聞君
思う所は何くに在る乃ち西長安に在り何を用て妾に存間する香樽　隻珠環何を用て重ねて存間する羽爵　翠娘汗今我聞く　君に
〔玉台新詠巻二　倍玄｢西長安行｣〕
男性にあだし心があることを知った女性は､男性から贈られた品物に忠いがのこり､それが失われることを悲しむ｡｢西長安行｣が本歌とした楽府古辞｢有所思｣の内容が､男性に他心があるのを知った女性が男性へ贈ろうとして用意していた品を焼いて風に灰をさらして思いを断ち切る)3というものであるのとは'贈答の方向や感情の表出の激しさに違いはあるものの'贈答品が愛情の象徴として存在している点においては共通している｡
博玄作品においては､最初の贈り物に｢香覆｣という香りの表現が見
えている｡継承しっつ､新たに加えた点に'香りに関わる表現があるというのは'先に見た曹植｢美女篇｣が｢階上桑｣を下敷きにしたのと同じである｡ここでは更に､失われた愛情への思いを込める字として｢香｣と｢環｣が選ばれて詠じられている｡右に見た院籍｢詠療詩｣にも通する'情愛と重ねられる芳香の表現を見るに至って､美しい女性や恋愛感情を象徴するのに'芳香の表現を詠み込むことが確立しっつあったことを窺うことができる｡
さらにまた'博玄の行った表現は阪籍のそれよりも一歩進んだかたち
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で時間を詠み込んでいて注目される｡ここでは沈んで消えてゆく環と焼かれて尽きてゆく香とが'尽きせぬ思いと重ねられているのである｡香りについて云えば'失われてゆく愛情に比すべく用いられているわけであるが'焼かれて尽きてゆくという時間を詠み込んだ表現は､香りや匂いの持つ'確かに存在していたものが時を経て消えてゆくという一面をよく捉えたものと言えよう｡
この博玄には'もう一篇'｢有女声と題されている､香る女性を詠
み込んだ楽府作品を見出すことができ'そこには芳香と女性の表現の最も典型的な表現が見られるように思う｡
有女懐芥芳程提歩東箱蛾眉分翠羽明日尊清揚丹青緊略歯秀色若珪嘩巧笑露若衆贈不可詳容儀希世出無乃古毛婚
女性が古の美女'
女有り　方芳を懐く提提　東籍に歩す蛾眉　翠羽分かれ明日　清揚に尊す丹青　陪歯に警ノ秀色　珪埠の若し巧笑　催塔に露わる衆贈　詳かにすべからず容儀　世に出づること希なり乃ち古の毛婚なる無からんや
〔王台新詠巻二
博玄｢有女篇｣〕
毛姑に喰冬bれるところまでを引用した｡ここでは'
わずか一句ではあるが'冒頭の｢女有り方芳を懐く｣という句に注目す
ノ＼
ることとしたい｡なぜならこの作品においては'その後につづく'眉や目元や口元やえくぼといった『詩』以来なされてきた衆多の美女の魅力よりも優先する意味合いとして'芳香を身にまとっていることが挙げられていると考えられるからである｡
視覚で捉えると同時に喚覚でもその存在を感じる　-　こうした香り
につつまれて歩む女性の姿は'本稿冒頭に掲げた子夜歌第一首(楽府詩集巻四十四)の｢落日　前門に出で　暗喝して子の度るを見る　冶容
萎多く　芳香　巳に路に盈てり｣とも導リノる､女性の存在そのものが
香りで捉えられる表現である｡つまり'｢有女篇｣における香りの意蘇はすでに美女の一要素ではなく'根元的な要素となっていると見徹すことができるということである)4Oこの意味において'｢有女篇｣に詠じ
/
られた芥芳を懐く女性の姿は'香りを含む女性像の1つの典型(そしてそれは頂点とも見なしうるものである)を成すものであるといえるように思う｡
『漢撃ハ朝百三名裏を編んだ張博は､侍玄の詩について'｢休突'
･･･-濁り詩篇を罵ること辛温娩喝善く鬼女を言い'強直の士情を懐く
こと正に探し｡好色を賦する者､何ぞ坐uノしも宋玉のみならんや(碧局詩篇辛聾善言鬼女'強直之士懐情正深'賦好色者'何必宋玉章)5)といい'博玄を宋玉に列なるものであるとしているが'香りを含む女性の表現においても同様のことがいえるようである｡
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(4)張華･播岳の場A了夫婦の愛情錘喋『詩口だ中品において｢猶お其の鬼女の情多くして､風雲の菊少
きを恨む16｣と評された張華三三二-三〇〇)′には'｢情詩｣と超される1連の作品があり17､その中にも男女の情愛と芳香とが結びついた表現としてなされている｡張華の｢情詩｣は'『玉台新詠』に五首収められ､『文選』には『玉台新詠』でいうところの基二と其五とが収められているが'芳香と情愛の表現はその二首においてなされている｡其≡の前半部分を見てみることとしよう｡
清風動惟簾農月燭幽房佳人塵遠蘭室無容光衿懐擁虚景軽会覆れ蘇
清風　惟簾を動かし農月　幽居を燭す佳人　避遠に慮り
/
蘭室　容光無し衿懐　虚景を擁き軽会　空休を覆う
-〔玉ムn薪詠巻二　張華｢情詩｣五首　其三〕
系譜上において'不在の思い人を希求する(あるいは絶望する)場としてあることが暗示されていると考えることができるものなのである｡この詩においては'遠くに在る夫を思う妻がいるのが蘭室なのであり'蘭室は蘭に香る空間である'まさにそのことによって'対象の不在を嘆きつつ恋慕すべき場として配置せられてもいたのである(阪籍｢詠懐詩｣其二では'忘憂草である讃草が植えられる場所は蘭房でなければな.妻Uノ㌧また蘭房に植えられるものは閑怨を消しうるものでなければ意味がなかったのである)｡
｢情詩｣其五には'第三句からの四句に芳香と情愛の表現が見えてい
る｡その四句を含む前半部分を掲げる｡
芳香に関わる第四句｢蘭室に容光無し｣は'前句の｢佳人避遠に慮り｣と合わせて言えば'思い人(毒は遠くかなたに在って'蘭に香る居室にその姿がないことが詠じられていると解される｡
右に見た院籍｢詠懐詩｣.其二に｢薗居｣とあった｡コ居｣にせよ｢室｣
にせよ'ともに｢蘭｣が冠せられて女性(妻)の居室の意に解釈されるのであるが'｢室｣　(あるいはコ居｣)に｢蘭｣の字が冠せられているのは､その場が'『夢以来の伝統を踏事えつつ､情愛と芳香の表現の
源目四野外造造濁延貯蘭善意漣旧渠繁華蔭緑渚佳人不在蓑取此欲誰輿
目を四野の外に涯はせ避逢して濁り延貯す蘭憲　清渠に縁り繁華　線渚に蔭さす佳人　正に在らざれば此を取りて誰に輿えんと欲す--〔玉台新詠巻二　張華｢情詩｣五首　其五〕
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四野の外に目をやり､たゆたうようにしてさまよい'独りたたずむ｡そのような空間的な広がりの中に詩の主人公はぽつねんと在る｡その寂寡たる空間は自らの連れ合いの不在によって生じたものである｡
情愛の象徴として単なる草ではなく芳草を取ることに意味が見出さ
れるなど'古詩十九首においてなされた芳香と情愛の表現-8を踏襲しっ
つ､香りの共有が希求されながら叶えられずに絶望に至るという点において､其三の表現に通底するものがあるといえるであろう｡ここでも強調されているのは'香れども存立Uノ(希輔T-不在)の構図であり'その象徴となっているのが第三句の｢蘭憲｣である｡
この詩は夫から妻への思いを詠じたものと解されるが､夫は蘭寿を辛
折るのをためらっている｡それは'これまでの芳香と女性の系譜においても見られたように'情愛における香りは共有されなければ意味をなさないからであり'夫はそのことを実感として知っているのである｡つまり'蘭憲は自然の景物としての役割を果たしつつ'手折るのがためらわれることによって絶望が表現される情愛の象徴としても詠じ込まれているのであるー吟｡
香る女性は孝本的に哀しい｡辞賦詩歌作品中に香る女性を見出すとき'
そこには対象を求めながら得られない姿が多く見られる｡これが元来の構図であった｡張華は｢情詩｣においてその構図に男性を書き加えることに成功したのである｡
｢情詩｣其五は夫が妻への思いを詠じたと解されるものであるが'西
晋時期にはもう1人妻への愛情を高く詠った詩人がいる｡｢内顧詩｣二首(玉台新詠巻二)や｢悼亡詩｣三首(文選巻二十三)の作者播岳(二四七-三〇〇)　である｡
播岳は'｢悼亡詩｣其一の中で'亡き妻への恋慕を表すものとして芳
香表現を用いている｡
望塵思異人入室想所歴椎犀鉦纂翰墨有線跡流芳未及歌連接猶在壁恨悦如或存周達仲驚傷
鹿を望んで其の人を思い室に入りて歴し所を想う惟犀に髪常する無く翰墨に絵跡有り流芳　末だ歌くるに及ばず連接　猶お壁に在り帳悦として或いは存するが如く周達として仲えて驚慢Tuノ
〔文選巻二十三　溝岳｢悼亡詩｣其こ
亡妻の居室で詩人は'筆や墨に在りし日の妻の慮跡を見つけ'いまだ尽きずに漂う芳香に胸を締め付けられるような思いがしている｡否定詞の｢未｣が被せられていることは'とりもなおさず'｢流芳｣がやがて敬きてしまうものであることを示している｡まだ尽きずにそこにある香りに立ち会った詩人は'やがて終息へと向かうであろうその香りにあらためて妻の存在が消えてゆくことを重ねている｡香りには'目にはさやかに見えないが'確かにそこに存在し'記憶を呼び起こして己むことがない'そういった性質がある｡また､本来が鼻の意である｢自｣字等を｢みずから｣の意として用いる文化圏には､どこかしら芳香にその人自身を感じる'もっと言えばその人の香りをその人の魂晩と重ねる傾きがあるのかも知れない｡洛岳は亡き妻の魂と触れ合った心地がしたのではなかろうか｡続く二句に錯覚と当戎筈失意と狼狽とが詠じられていることが
そのことを暗示する｡
渚岳｢悼亡詩三首｣其一は二十六句から成る｡芳香の表現がなされて
いる第十三句｢流芳　夫だ歌くるに及ばず｣は'三十六句中のわずか一句に過ぎないが'博玄の｢西長安行｣に見られた'やがて尽きて無くなってゆく愛情を香りと重ね合わせることで表すような思考がこの時代に共有されるものであったならば'この句には､播岳の妻への切なる忠いが他のどの句よりも強く込められていると言ってよいのかも知れない｡
(5)　陸機の場AT八伝統と革新魂と西晋の時期に試みられた芳香と女性の表現は､香気を見出したり'
メ
情愛と絡めることで時間を詠み込んだり'夫婦の情愛を対象としたり～果てには美麗なる男子を詠み込んだりと'多様な拡がりを見せてきた210これらの営みを､あるいは継承Ltあるいは時代をともにして行った請人として吾々は陸機(二六一-三〇三)の名を挙げなければならない｡陸機は本童を締めくくるのに相応しい作品を遣している｡
漢賦で最も多く見られた香る女性の表現は'女楽に関わる芳香のもの
であった｡魂晋の詩歌作品では'曹垂が女楽を描いて香りの表現をしているのを除けば'ほとんどに女楽は現れない｡あるいは､女楽が音義されていたものもあるかもしれないが､少なくとも表現上は楽舞とともに詠じられる芳香表現は見出されない｡これは'香る女性が女楽から'女楽とは明示されない女性や妻へと姿を変える流れにあったことや'芳香
の表現が広がりを見せていることとおそらく関わりがあるのであろう｡
しかし'こうした芳香と女性の表現の流れや広がりの中で'女楽と芳
香の表現は消えてしまったわけではない｡陸機がそれまでの転を継承して､女性と芳香の表現を作品中に展開させている｡
｢日出東南隅行｣には､群れ集う美女たちが詠じられるが､その中に､
良い香りを振りまきながら舞い'悲しげな声で清らかな響きを歌い上げる姿が見出される｡第十七句から引用する｡
方駕揚清廉濯足洛水潤藷藷風雲合佳人一何繁南崖充羅幕北渚盈餅軒清川含藻景高崖被華丹額嶺芳袖揮冷冷耕指弾非分歌吐清響雅舞播幽蘭丹唇含九秋研迩陵七盤
駕を方べて清塵を揚げ足を洛水の潤に濯う葺謁として風雲の骨するごとく佳人一に何ぞ繁き南崖に羅幕充ち北渚に餅軒盈つ清川は藻景を含み甘田歴は華丹を被る額額として芳袖揮い冷冷として繊指撃ノ非州歌は清響を吐き雅舞は幽蘭を播く丹膏は九秋を含み研逆は七盤を陵ぐ
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赴曲迅驚鴻路節如集鷲椅態随顔撃沈姿無乏源僻仰紛阿那顧歩成可惟ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ遺芳結飛願浮景映清源治容不足詠春遊良可歎
曲に赴くこと驚鴻より迅く節を路むこと集鷲の如し椅態は顔に随いて襲じ沈姿は乏しきこと無き源よりす僻仰　紛として阿那たり顧歩　成憶ぶ可し遺芳は飛願に結び浮景は清浦に映ず冶容は詠ずるに足bTuノ春連は良に歎ず可し
〔文選巻二十八　陸機｢日出東南隅行｣〕
全四十句からなる｢日出東南隅行｣は'題下に｢或日羅敷聖歌｣とあるように'美女の羅敦を詠じた楽府古辞の｢階上桑｣を本歌としているが､羅敷の姿は見えず'代わりに高台に居る｢妖農｣たちの美しさや洛水に遊ぶ様子がうたわれている｡
最初(第一句から八句)に視覚によって女性たちの様子が捉えられた
後'第九･十句において触覚･味覚的な要素が加えられ'第十二句には笑いさざめく女性たちの声が写される220この作品の特徴の1つは'こうした多くの感覚を織りまぜながら垂Uノる点にあると言えるであろう｡芳香の表現はその中でなされている｡
場面が洛水に移り'河面や高崖が詠じられるのに続いて第二十五句に
｢故軽として芳袖揮い｣という芳香表現が見えている｡この表現は漢賦
(博毅｢舞賦｣など)に見られた女楽の描写の中に似ているものを見出せるものである｡次いで楽舞のさまが種々詠じられ､それを挟むようにして第三十七句に｢遺芳は飛騰に結び｣とある｡
楽舞は第二十五句の｢芳袖｣と第三十七句の三通芳｣とに挟まれる形
でなされており､楽舞は香る空間においてのみ奏されることになっている｡芳りはあたかも第二十1句以降の｢南崖｣　｢北渚｣　｢清川｣　｢甘国産｣などの地形の表現とともに舞台を構成するかのようである(｢遺芳は飛願に結び｣という一句は'｢遣芳｣を詠み込むことによって'芳香が時間軸における結構においても機能していることを示している)｡
右に触れたように'｢目出東南隅行｣の前半部分は'視覚に始まり､
視覚を基にしながらそこに触覚･味覚的な要素が附加され､さらには聴
/
覚も女性たちの魅力を描くのに用いられていた｡喚覚､香りの表現は～その流れの中で'発せられる気配として'また'ある空間を形作るものとして詠み込まれている｡幾つもの感覚の融合によって生ずるうねりのようなものに､香りの表現も寄与しているのである｡感覚の襲Rあるいは越境'このことは次の塀Tロ詩にも同様のものを見出せるように思われる｡
『文選』に収載される擬古詩十二百の｢擬西北有高榛｣において'｢高
楼｣の｢佳人｣が詠ぜられるが､この佳人も｢目出東南隅行｣の｢妖贋｣同様に音楽を善くするご刑半部分を引用する｡
高棲1何峻　高楼　1に何ぞ峻なる萎召峻而安　若者として峻にして安らかなり
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給宙出塵冥飛陛誓言端佳人撫琴豪繊事情且閑芳気随風結哀響額若蘭
給薗飛陛佳人横手芳東京響
塵実に出で雲端を妬む琴宏を撫し清くして且つ閑なり風に随いて結び殻として蘭の若し
〔文選巻三十　陸機　擬古詩十二首｢擬西北有高棲｣〕
この擬古詩では'本歌である古詩十九首が閏怨を懐く妻の奏でるメロ
ディの悲しさをモティーフとしていた23のを踏みつつ'古詩には見られなかった香りの表現を凋いて'楽の音や香りが他の成業を巻き込みつつ一体のものとして表現されるo音や香りが一体となっていることについて感覚に即して言えば'撃re立つ高楼が視覚的に詠じられる冒頭四句を承けて､第五句に琴豪の昔=聴覚が詠じられ'第六句に琴宏を撫すほそき手が｢清くして且つ閑なり｣と触覚的なものを含み込みつつ再び視覚を中心として表現されるのであるが､第七句で｢芳気が風の中で結ばれる｣と喚覚=芳香が視覚的･触覚的に写し取られるのに続いては'第八句で佳人の撫す琴蒙の哀切な響きが蘭のごとくに香るという聴覚と喚覚とが緩り合わされた表現がなされることとなる'と言えるであろうか｡つまり'第五句の琴豪の音を起点として生じているのは'｢日出東南隅行｣に見られたのと同種の感覚の揺れ､あるいは感覚の越境的な広がりである｡こうした共感覚的な表現は香る女性の系譜にあってはなされて
こなかったものである240
この二つの陸機の作品において､改めて香りの表現が楽舞の表現と結
びついて詠じられることとなったわけであるが'そこには従前のものにはなかったある種の濃厚な気配とでも呼ぶべきものがある｡おそらくそれは共感覚的表現に由来するのである｡
つまり'香る女性は'陸機の手によって伝統に則った形でうたわれた
ばかりでなく'複数の成覚に同時的に蓋純を向けるという新しい手法で詠じられたということができるのである｡『三国志』中に香りの表現を捜してみると'呉が香料の集積地であり'その蓄積が殊と萄を圧倒していたことが知られる(三国志巻四十九　呉書四　土壁伝など)｡詳しくは別稿に譲るほかないが'香る呉国からやってきた陸機の手によって成された芳香表現が濃厚な気配を有しているというのは'それが暗合であるにしてもなかなか興味深いものであるように思われる｡
陸機の後'王覧(二八〇?l二三?)や楊方(明帝太寧冗[三二三]
隻口同染太守となる)の詩中に'｢浮は芳露に因りて露い　因は蘭風に附きて加わる簿因芳露肩　恩附蘭風fi)｣(玉台新詠巻三｢七夕観織女詩｣)や｢風に因りて微音を吐き　芳気は紫霞に入る(国風吐微音　芳気入紫季｣(玉台新詠巻三｢合歓詩五首｣其五)といった芳香の表現が見られる｡いずれも男女の情愛に関わるものとして詠じられていて､香る女性､あるいは香りと情愛の表現が広く浸透していることを知ることができるのであるが､ただ'いずれも表現の華やかさや勤さにおいて'陸機が成し得たものには遠く及ばない｡
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結びに代えて東晋期の詩人の名前が冠せられている詩歌作品に'香りを含む女性の
姿が見出されることはほとんどない250この点に関しては'詩風の変化があったことや東晋時期に詩人の手になる楽府作品がほとんどつくられなかった(遭されなかった)　ことなど26が指摘できるであろうが'いずれにしても､現存する詩歌作品から言うなら'香る女性の系譜には～西晋期の詩人たちの手に成る詩篇の後'幾許の空白が生じたことになる｡詩歌史を単純に数直線様に捉えることはできないが'あえて試みて時間の先後ということのみによって現存の香る女性を詠じた作品を列べるならば'西晋期の詩人の隣の位置は､本稿冒頭に見た子夜歌などのいわゆる六朝民歌(の古い時代に成立したもの)が占めることになりうるのである｡つまり'陸機の作品を代表させて言うなら'芳香と女性の表覗を含む陸機の擬古詩と楽府作品は'『欝や漢賦の伝統を受け継いで'楽舞する美女が香りを放つ様子を'句数を費やし新たな手法によって読じた作品であると同時に'ひとたびの閉幕を告げる作品でもあったと言うことができるのである｡
それでは'西晋の詩歌作品と子夜歌を筆頭とする六朝民歌にはどのよ
うな関係が考えられるのであろうか｡魂晋の楽府作品から六朝民歌の千夜歌へと香りを含む女性の姿が伝えられたという直接の継承関係は､西晋の末に楽人が争乱を避けて南下した27ということが知られるにしても､すぐに結びつけることには慎重でなければならない｡
この点に関しては資料が充分でなく検討が難しいところがあるが､い
くつかの先行研究の指摘のうちに示唆に富むものがある｡そうした成果に触れながら'また､いくつかの資料を挙げて考察を加えながら'本稿の結びに代えることとしたい｡
六朝楽府民歌は先行する時代の詩歌作品と関わりがあるのか､あると
すればどのように関わっているのか｡いま考察しようとしているこの問いには'前段的に､あるいは背景的に設定されるべき問いがある｡すなわち'三国から西晋にかけての時期における南北の歌謡と詩歌作品の伝播二父流はあったのか､あったとすればその情況はいかなるものであったのか'というものである｡　　　　　　/
この点について'王運配琵は'元々民間の歌謡であった｢爾汝歌｣を
例に挙げ'江南地方における権力の上層に愛好されただけでなく'中磨にも伝えられていたことを考証されている｡
五言四句這1閤在呉琴西曲中均佑絶封優勢.ti苛以説是呉
撃西曲的基本形式U這種基本形式是江南民諸原有的形式.而且起源根雪著名的《爾汝歌》便旦箕例･･-《爾汝歌》原香田是民歌.但這時H薦孫呉的上層階級所佑致.{島名管且流播中原.〔王運照｢呉聾西曲的淵源｣『六朝柴府輿民歌』(1九五五年'上海
文夢口出版社)I.のち『楽府詩述垂所収〕
王氏はここで'呉声の起こりが孫呉に遡りうる上に'西晋初期にはすでに中原にも広く伝わっていたことを指摘されている｡｢爾汝歌｣を唯〟
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のではなく､象徴的な例として考えることが許されるのであれば'西普の時期にあっても呉の地方から中原にうたがもたらされていたと見徹すことができるのである｡王氏はさらに､続く箇所で､六朝民歌は多く五言四句から成り'漢魂の相和歌辞と部分的な継承関係にあることなどにも言及されている28.
王氏の所説を踏事えつつ'別の角度から六朝楽府と西晋文学について
考察を加えたのが高橋和巳氏である｡高橋氏は'播岳の文学に見られる民歌的要素の関係について検討を加えるなかで､次のように指摘されている｡
六朝楽府と西晋文学とのあいだに直接的関係があるというので
はない｡しかし'そ切修辞の素材あるいは対象として'潜在的な兄弟的関係があったことははばまちがいないと思われる｡〔高橋和巳｢播岳夢『高橋和巳作畳蒼9(1九七二年､河出書
房新社)二九六頁(初出は『中国文学報』第七冊)〕
高橋氏が号nわれていることは､西晋以剛の時期における'主として楽府古辞の広範な流布を意味するものであるが'もう少し踏み込んで読み敬れば､有名飯箸を問わない詩歌作品の交流も想定されていると言えるであろう｡いずれにしても､高橋氏が視野に入れている詩歌･歌謡の流布･共有は三国期以前に遡るものである｡
六朝民歌について'王運配民は詩歌の形式面における漢魂西晋の楽府
歌辞との部分的な継承関係を'高橋和巳氏は季節感の詠み込み方における西晋の詩歌との関係性を､それぞれ指摘されているわけであるが,両
氏の考察はともに二二国から両晋を経て南北朝へと流れてゆく時間と'政治状況とは別に保たれていた南北の文化的･文学的交流という空間とを強く董識することではじめてこの時期の歌謡と詩歌作品を捉えることができるという点に帰着する(あるいは発する)のであり､いずれも西晋詩歌と六朝楽府民歌とが深いところで一脈導ノるものであることを蕃咲するものである｡
高橋氏はさらに､｢陸機の伝記とその文学｣の中で､呉の出身である
陸機の文学的背景の検討を試みる過程において､同時代人である左恩の｢三部賦｣を用い'呉の地域の特徴について考察している｡そして､物産や地勢や風俗の違いをもっぱらに描く｢三都賦｣を検討しながら､つぎのように呉の文化的･文学的特徴を指摘されている｡
萄都の賦では最後ちかくに'司馬相如(BC一七九-二七)や
厳選王寮や揚雄(BC垂一TAD一八)ら'文人･学者の名をあげてその土地の文化的伝統をのべるが､呉都の賦にはそれに相応する部分はない｡逆に歌討呼や音楽に言及する局部の賦の部分は｢洞策を吹き擢誼を輩すれば､鮮魚を感ぜしめ陽俣をも動かす｣云々その他､ごくわずかな部分にすぎないo･-周知の通り漢代からして民歌の中心は'楚の地方だった｡葛の版図内でも民歌は歌いつづけられ'新しくつけ加えられてもいただろうが'大勢はどうやら徐々に揚子江流域中その下流へと移っていったと思われる｡最近刊行された王運照の『六朝の楽府と民歌』が指摘するように'呉の地方の民歌である｢神絃歌｣を孫氏は宗廟登歌にしたし(宋書架志)'呉の
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降伏後,膏の武帝司馬炎(二三六-二九〇)が孫暗に尋ねた廟汝歌｣はまた呉の民歌である(世説排調等｡-
--以上の簡単な紹介からでも､左恩は'呉国を豊暁な物産'任
侠尚武の気質･そしてまた特定著名人によるよりもむしろ匿名の文化,つまりは民間伝承的盗泉と歌謡の盛行する土地として特徴つけていることが解る｡私見をもって言い換えれば'呉国はかつて荊楚の地方が『詩経』の伝統とは異質な軒賦の文学を生みだす地盤となったような'そうした未知数な可能性をはらむ文学撃ちたといえる｡
〔甘尾和巳｢陸機の伝記とその文学｣『高橋和巳作品整9　二七
-二九頁(初出は『中国文学報』第十一冊)〕
高橋氏が指摘されている'匿名文学性とでも呼ぶべき'飯箸の人々による歌謡を特徴とする呉国の文学圏としての在り方は'吾々に三国恵日南北朝の時期に亘って呉の地方で民歌が声高く歌い継がれたことを思わせる｡
右に述べたような'｢爾汝歌｣を象徴的な例として捉えて'西晋時期
にも呉から中原へと歌謡がもたらされていたのではないかとする考え方も,呉の地方が歌謡を多く生み出すということを背景として成り立つものである｡
さらに言えば,宮廷をはじめとする社会階層上部への浸透には種々の
楽人が与っていたに理連なく'地域性を持たない無色透明な楽人という存在があり得ないことを考えれば'歌謡の往琴芝己む拡大と浸透があっ
たであろうことが予想される290
先行研究の指摘するところを三日でいうならば'三国要目(そして南
北朝)時期の楽府詩や徒詩や歌謡を含む詩歌作品の関係性ということであるが､これを裏書きするように'小払冒頭に三首を掲げた子夜歌四十二首の中にも用語の面において漢魂西晋の詩歌と共通するものがある｡
例,スば･子夜歌其九に｢明燈｣という語が見えているが'この語は'
劉槙｢贈五官中郎膳詩｣四首の其三や陸機｢燕歌行｣中にも用いられているものである(以下'子夜歌は四句すべて掲げるが'先行する用例については,関連する句のみを前後の省略を示量uノに掲げる)｡
A多己歓別合曾在何時　明燈和室局　悠然末有期
〔楽府詩集巻四十四　子夜歌　其九〕
/
終夜不達妹窒息於濡翰明鐙曜間中清風凄己寒
〔文選巻二十三　劉槙｢贈五官中郎野四首其三〕
*｢明鐙｣は｢明磨亡に同じ｡宋本は｢明野に作る｡
君何緬殊犬不匪　賊妾枚撮心心無違白日既没明燈輝　寒禽赴林匹鳥棲
〔玉台新詠巻九　陸機｢楽府燕歌行｣　1首〕
これらいずれの用例においても､明燈は｢明るい灯り｣という意味においてのみな.与ノ,閏怨を抱く女性を照らすものとして用いられている｡つまり,単なる同三和の使用ということではなく'その菰野湛えているイメージもまた共有されているのである｡これは'他の用例にも共通する｡
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子夜歌其十七に見られる｢羅衣｣は'解く(脱ぐ)べき物として詠ま
れている｡
繰標注題錦　藁｢復開　己置腰中背　誰共解羅衣
〔楽府詩集巻四十四　子夜歌　其十七〕
解くべき物としてあるということは'同時にそれによって包まれる(多くの場合女性の)身体を強く意識させると言い換えることができるであろう｡魂富期の曹橋や停玄の作品には身体(玉鰻)と近接した産衣の用例を見出すことができる｡
明珠交玉鱒　珊瑚間木難　羅衣何親類　軽裾陸風遼
〔文選巻二十四　曹植｢美女篇｣〕
素手尋繁枝　落葉不盈富　豪玉鱒　回目流采章
/
〔玉台新詠巻二　倍玄｢和班氏詩｣　1首(秋胡行)〕
また'女性の美しさを描いた子夜歌其四十二は'『詩』や『楚産に
見られる表現を踏事えながら､魂晋期の詩歌作品と響き合っているという点において好例と呼べるものである300
朝日脚給鐘　光風動軌素　巧笑梼雨犀　英日揚隻蛾
〔楽府詩集巻四十四　子夜歌　其四十二〕
容華耀朝日有女懐芽芳丹膏野晒歯美目揚玉滞窃究多容儀
誰不希令顔提提歩東箱秀色若珪嘩蛾眉象翠翰娩裾巧笑言
〔楽府詩集巻三士ハ　曹杢｢善哉行｣〕
〔文選巻二十七　曹植｢美女篇｣〕
蛾眉分翠羽　明日沓清揚巧笑露若　衆婿不可詳
〔玉台新詠巻二　倍玄｢有女篇｣〕
鮮庸一何潤　秀色若可餐〔文選巻二十八　陸機｢日出東南隅行｣〕
手如委　膚如凝脂.領如蛤瞭　歯如執犀蟻首蛾眉　巧笑構今　美目時今光風鱒意　氾崇蘭些有美一人　娩如清揚　研姿巧笑　和婚心腸
〔毛詩　衛風　碩人〕〔楚辞　宋玉｢招魂｣〕
このほか'｢蕉風｣や｢白日｣'｢夜長｣といった語に魂晋期の詩歌作品
と響きあうものが見出される3L.
これらの用例は'高橋氏のいわゆる｢潜在的な兄弟的関係｣を窺わせ
るのみな･皇リノ'単純な兄弟的関係についてもその可能性を考えさせるところがある32.いま直接的な影響･継承関係の適否についてこれ以上考究することは困難であるが'いずれにしても､伏流している水脈があり､それが時と場所を得て子夜歌というかたちで現れてきたと考えることは充分に出来るように思われる｡香りを含む女性の表現もまたこうしてつながってゆくのだと考えたい｡
『置九歌の｢東皇太l｣には高く香る空間において垂が神降ろし
をしようとしているさまが詠じられていた｡中国古典文学における香る女性の姿はここに淵源していると言えるのだと思う｡それは､宋玉の秤女を経て､漢代の辞賦作品において女楽へ'ついで詩歌作品において妻なる女性へと姿を変えて承け継がれることとなった｡この変貌は､もち
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ろん不可逆的であるということではないが'概ね聖性が希薄になってゆく流れにあると笹uノることができる｡
また'香りに強い関心を寄せて詩作を行った詩人たちに目を向ければ'
張衡'曹氏兄弟'院籍'博玄'陸機-1芳香と女性の系譜のみならず'詩歌史にあっても決して小さくない詩人たちの名がきら星のごとくに並ぶ｡あたかも文学における香りの表現が意味のないものではないことを告げているかのようである｡おそらく彼らは意識的に､あるいは無意識においても'どこかで『夢と繋がりながら'香る女性を自らの作品に詠じ込んでいったのである｡
そうした意味においては'ここまで行ってきた香りを含む女性の表覗
の系譜を辿る試みは､漢魂晋時期の文学に見える『楚辞』の広汎な影響の一面を跡づける作業であったと言い換えることができるかも知れない｡ただ広さにおいても深さにおいても充分ではなく'用例の枚挙に忽忙とした感も否めない｡系譜を辿る試みのなかで浮かんできた問題点については'これから考察を深めてゆきたい｡また'詩歌作品における芳香と女性の表現は'この後少し異なった姿を見せるようになる330時代を下らせて系譜を辿る考察も続けてゆくこととしたいo
(完)
注)こうした女性を植物に重ね合わせて香りに関わらせる手法は曹植の
｢浮薄篇｣にも見られる｡そして'その場合に敷かれているのはやはり『欝である｡
莱黄自有芳　不若桂輿蘭　　　〔玉台新詠巻二　曹植｢浮荘声〕
この表現-たしかに莱英も香るけれど､桂や蘭には決して及ばない-1-は'『置｢離騒｣に見られる価値観を踏襲したものである(｢離騒｣に｢椴専侯以慢情今'横又欲充夫侃悼｣とあり'そこに附せられた王近注に｢横'莱黄喝似轍而非'以鳴子警賢也｣云々とある)02曹重の｢善哉行｣　(朝日柴相楽)に｢悲弦激新撃　長笛吐活気｣という句がある｡これを仲立ちにすれば､苦楽によって作り出される清なる気が香りを含んでいる'と解することもできよう｡
/
∽　｢善哉行｣の中で主となるのは音楽(及びその担い手である女性)で
あり'香りの表現は音楽が奏でられる空間が好もしいものであることを保証する以上の意味は無いのかも知れない｡ただ､そのイメージは､数句を共有する｢秋胡行｣　(汎汎藻池)のもの　-香る草花と芳香の贈答--1をも含んでいようから'その場が芳香に満たされ'音楽の担い手である女性が香りを身にまとうことは､この女性が妓女的な性格とともに､ある種の聖性を具有して､垂女やあるいは神女に列なる存在として強く出鼻識されるであろうことを改めて指摘しておきたい04　目出東南隅　照我案氏楳　秦氏有好女　自名窺羅敷
荏整喜纂桑　采桑城南隅　東急快　桂枝篤絶鈎頭上倭膳毒口　耳中明月珠　紳質下零　纂什伺上様
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行者見羅敷　下塘持顔須　少年見羅敷　脱帽著哨頭耕者忘其翠　鋤者忘其鋤　来蹄相怒怨　但坐観羅敷-
〔宋書楽志三　鞄歌羅敷行(階上桑)〕
5　後漢王逸嘉支賦日'唆若朝雲之興　森如横天之雪
湛若大慶之容　夢如峻蘇之勢　僑幹紛錯　緑葉療療灼灼若朝霞之咲日　離離如繁星之着天皮似丹厨　膚若明堵　潤件和壁　奇喰五黄仰歎麗表　僻嘗寿味　口舌甘液　心受芳束兼五滋而無常主　不知百和之所出卓絶類而銀嶺　超衆菓而濁貴
メ
〔芸文類衆巻八十七　菓部下　嘉支〕
6それは辞賦にも詩歌にも共通して襲え'曹重の辞賦作口叩甲に見られる
表現としては'次の｢迷迭賦｣　のものが挙げられる｡
暁廻風以揺動今　吐芳寮之穆清
〔芸文類衆巻八十一薬香草部上　迷迭〕
迷迭と払'｢魂略｣に｢大秦｣の産物だとされる'香る植物である0
この迷送を中庭に植えた曹重は弟曹橋や友人たちと競って賦した｡こうした曹氏兄弟の文学的営為が当時の香りに関する社会情勢を背景として行われたものであり'ある意味において'香気の登兄になること'またその先に成された新しい表現が見出されることなどについて､三国志学会第二回大会(二〇〇七年七月二十九日､於大東文化大学)において
｢建安文学における香りについて　ー　迷迭の賦をめぐって｣と超して発表を行った｡:｣の後｢気｣と結びついた芳香の表現は時折見られるようになるが'曹氏兄弟に続くものとしては'本稿で後に触れる博玄の｢彰金賦｣　(芸文類衆巻八十1　薬香草部上)に｢樹考請以成蔭'気芳綾而含芳｡-････吐芥楊烈､寓里望風｣と見えるのが早いものかと思われる(先行する後漢･朱穆の｢彰金賦｣(回にも当然香りの表現は見られるが'｢気｣字は見られない)0
8鈴木虎雄訳注『王台新詠集』(上)　二九五三年'岩波文庫)巻二院籍
｢詠懐詩二首｣其二
9ただ'院籍は詠懐詩をはじめとする作品において種々の芳香の表現を
試みているので､院籍の表現全体の中の芳香表現を考えてみることが必要になる｡
10博玄にはこの外に｢擬四愁詩｣　(玉台新詠巻九)という作もあり'張
衝の詩作に関心を寄せていたであろうことが知られる｡
11　秋蘭本出於禁耶離騒1司秋蘭台東萄羅生今堂下線某今素華､
芳葦襲モ蘭香草言芳香韮非上及於我也侍玄秋蘭篇云'秋蘭蔭玉鞄池水且芳香｡其旨言婦人之託君子'猶秋蘭之蔭モ池､輿楚軒同意｡
〔楽府詩集巻六十四　雑曲歌辞四　倍玄｢秋蘭篇｣題解〕
i:｣の｢香撃の｢覆｣については諸説ある｡例えば'鈴木虎雄氏(『玉
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台新詠集』(上))は'｢襟｣は｢鐙｣(香を乗せて焼く器)字の誤りであるとされ'余冠英氏(『漢魂六朝詩選』　1九五八年､人民文学出版社)は､字を代えずに｢毛織的帯｣とされる｡いずれも傾聴すべきものであると思われるが､『三国志』烏丸鮮卑東夷伝の斐注に引く｢魂略西戎伝｣に｢大秦｣の産物として｢夢などとあることから'ここでは字は改めなかった｡感｣と｢夢とは同じ物ではないが'後漢末以降へ中国に将来された品の中に毛織物と香料が多くあり'｢香得｣をそのままにして解釈することも可能であるかも知れないのである｡13　有所思　乃在大海南　何用聞達君　隻珠瑞相管
用玉紹繰之　聞君有ti]心　j昆管惟焼之推焼之　昔風揚其灰　従今以往　勿復相思-
〔采書　楽志四　漢鼓吹鏡歌〕
)4　｢有女篇｣の芳香表現について､張競氏は'川本陪嗣氏の言葉(『講
座比較文学』第一巻[1九七三年'東京大学出版会]二五〇頁)を借りながら､｢博玄の｢女有り方芳を懐く｣という詩句も､｢芥芳｣　(芳しい)という事実を伝えるというよりも'むしろ｢芥芳｣という語は｢通念化されたコノテーション'あるいは辞書に記載されるだけの普遍性に達しないデノテーションとして｣､美人のイメージを伝達する机抜割を担っているのである｣と指摘される(『美女とは何か』[二〇〇1年､晶文社]一五六頁)0
15　休変'･･････濁篤詩篇辛温娩麗'善言鬼女'強直之士懐情正深'賦
好色者､何必宋玉我｡　　　〔張博『漢魂六朝百三名家集』題辞〕
16　其鰻華琴興託多奇｡巧用文字､務烏研治｡錐名高重代'而疏寛
之士'猶恨其鬼女情多'風雲束少｡　　　　　〔詩品　中　張華〕
17張華の｢情詩｣五首については'佐竹保子｢相聞の贈答詩としての
張華｢情詩｣五首｣　(『鳴門教育大学紀要(人文･社会科学編)』一三tl九九八年｡のち『西晋文学払盟(二〇〇二年'汲古書院)所収)が詳細に論じている｡本稿の解釈も該論考に拠っている｡
)8本稿(上)　の注37に挙げた古詩十九首其六及び其九に､遠く離れた
思い人に香り草を贈りたいと詠われている｡
)9輩華には次のような芳香と女性の表現もあるパ
遭造遊春宮　容輿繰池阿　白再開素集　束草茂丹花微風揺置若　層波動支荷　萎曜中林　流馨大給羅王孫遊不蹄　修路逸以避　誰輿翫遺芳　崖止猫苔嵯
〔玉台新詠巻二　張華｢雑詩｣　二首　英一〕
仔立して嘆く姿は｢情詩｣　のそれとよく通する｡
20　日､鼻也｡象鼻形｡凡自之展皆仏日｡　　　〔説文解字注四篇上〕21女性に関わらないものにも'つぎのような用例が見られるようにな
る｡
生従命子遊　死聞肘曹香
〔楽府詩集巻六十七　張華｢博陵王宮侠曲｣　二首　其二〕
文藻醤春華　談話由蘭芳
〔芸文類衆巻三十l　石崇｢贈束映詩｣〕
22初句から十六句までは次のようになっている｡ノ
扶桑升朝畔淑貌耀絞日鮮庸一何潤暮春春服成
照此高墓端寒心清且閑秀色若可餐粂粂給輿執
高妻多妖農夫目揚玉揮窃究多容儀金雀垂藻勉
壇居出清顔蛾眉象翠翰妹婿巧笑言理楓結環播
〔文選巻二十八　陸機｢目出東南隅行｣〕
23　西北有高楼
上有絃歌学清商随風葬不惜歌者苦
上輿浮雲葬音響一何悲中曲正排掴
メ
但傷知音稀
交疏結締膿誰能篤此曲1弾再三歎顧慮聾鴫鶴
阿閣三重階無乃杷梁妻傭慨有験哀奮廻起高飛
〔文選巻二十九　古詩十九首　其五〕
24共感覚的な表現がいつ頃自覚的になされるようになったかについて
は明らかではないが'陸機に先行するものとしては'例えば曹椿の｢逮迭香甜ご　(芸文類衆巻八十1)に香りの表現として｢附玉鰭以行止今'順微風而野eRJと見えるのはその一例とできよう｡この点については稿を改めて払撃uノることとしたい.
25散文に目を向ければ､･仮託されたT=能性はのこるが､葛洪の『抱朴
子』や王嘉の『拾遺記』に'｢昔西施心痛而朴於道側'姿顔妖喝蘭蔚芳敢｣(抱朴子外篇巻二十七　刺辱'｢燕昭王即位二年､虞延園来厳善舞者二人o一名旋波'一名相葉｡並玉聾鰻軽索改'綿娩妙絶､噴
古無倫｣(太平御覧巻五七四所引｢王子年拾遺録｣)などの用例を見出すことができるのであり'まったく跡切れてしまったということではないのであるが､いわゆる六朝民歌を除いた詩歌作品に閑してみれば'実に家々たるものである｡
26東晋の時期に玄言詩や山水詩のさきがけとなるものが作られるようになったとは文学史の教えるところであるが'芳香表現もこのことと軌をlにするように､庚聞｢採薬詩｣(芸文類衆巻七　山部上　九疑山)に｢採薬憂山崎　結駕登九疑　懸巌漏石髄　芳谷挺丹芝｣'孫纏｢贈謝芦(文館詞林巻百五十七)に｢幽源散流　玄風吐芳　芳扇則敬　流引則也芦などの用例が見えるようになる｡
また､この時期に楽府作品がほとんど作られなかった背景については'
増田活秀氏の『楽府の歴史的研究』(一九七五年'創文社)第六章｢活商曲の源流と呉歌西曲｣　(二八頁)参照｡27　時楽府伶人避難多奔汚嘆譲合之巳寮佐或勤奏之簡目-o
〔晋書巻四十三　山清附簡伝〕
暗線章太契伶人'避乱多至荊州'或勤可作撃者｡弘日､･｡
〔晋書巻六十六　劉監
28　呉撃､西曲歌詞的句式.絶大多数篤純粋的五言ー這嘗是由於昔時
是垂コロ詩最昌盛的時期之故‥而官的章法恒馬四句ー則輿漢魂《相和歌軒》也有部分承遮関係ー不容勿萄
29歌謡自体の往還の例ではないが'その背景として考えられるものに'
当時の南北間における文化的影響関係がある｡曹道衡氏は『南朝文学与北朝文学研き(1九九八年'江警帯出版社)第四章｢南方的文化伝統｣において､『讐経籍志に記載されている呉の人士の手に成る書籍や堺と呉に認められる鼓吹曲辞の踏襲'箇々の人士の作品に見られる他国作品の模倣などを指摘して'三国畢止の時代にあっても魂と呉の学問的･文化的交流は盛んに行われていたと考究される｡また'『抱朴子』(池璽夢中に見られる'衣服や書法､果ては韮翌日まで中原を基準にしている呉の人々を葛洪が批判した記述に触れ'加えて永嘉の乱以降'中磨の人士が一定の勢力を保ちつつ南方に移ったことを指摘して'両晋時期にも南北間で文化交流が盛んであったことを述べておられる｡3)子夜歌其四十二は'『玉台新詠』巻十に字をl字違えただけで｢梁武帝(斎術)｣　の名前が冠せられた｢子夜歌二首｣として収められているものの一つである｡そうであれば､ここで子夜歌と魂晋詩歌に共有されたものを確認するのには'不相応であるように思われるかも知れない0たしかに'六朝楽府民歌としては相応しくないであろう｡しかしその皮面'このことはまた1好例であると言えるように思うoなぜならば､汰約･謝跳･任坊といった当時を代表する文学者と交友関係にあって先行する文学についても知悉していたであろま粛宿が'魂晋詩歌の精髄を充分に踏まえた上で｢子夜歌｣と越した詩作を行ったということになるからである｡31　[驚風･白日]
驚風急素材驚風親白日驚風貌白日鴬風振四野象如期蛍香
[夜長]
夜長不得眠夜長不得眠天寒知被薄生年不満百孟冬寒気至漫漫秋夜長紡裡忽巳久
白日漸微濠　郎懐幽閏性　債亦惜春容
〔楽府詩集巻四十四　子夜歌其三十二〕
光景馳西流
〔文選巻二十七　曹植｢孝女侯引｣　(野田黄雀行)〕
忽然蹄西山　　　〔文選巻二十四　曹植｢贈徐幹｣〕過重陰堂隅　〔院歩兵集　詠懐詩八十二首　其五十七〕勿製造馬風散　分給懐離析　封柴埠累歎
〔初学記巻十八　離別　裏鉄｢贈石崇詩｣〕
樽側聴更鼓　無故歓相逢　使膿肝腸苦
/
〔楽府詩集巻四十四　子夜歌　其二十八〕
明月何灼灼　想聞散喚撃　虚粟工中諾
〔楽府詩集巻四十四　子夜歌　其三十三〕
憂思知夜長
〔太平御覧巻七百七　服用部九　無名氏　楽府詩〕常懐千歳憂　喜短苦夜長　何不衰燭遊
〔文選巻二十九　古詩十九首　其十五〕
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北風何惨懐烈烈北風涼白露清我裳
赦せ多知夜長　仰観衆星列〔文選巻二十九　古詩十九首　其十七〕展韓不能疾　披衣起紡径僻視清水波　仰看明月光-
-彰哲多悲思　鯨鯨思改郷　願飛安得巽　欲済河鑑築
向風長歎息　断絶我中腸
〔文選巻二十九　曹杢｢雑詩｣　二首　其こ
人言生日短　愁者苦夜長
〔玉台新詠巻二　博玄｢和姓氏詩｣一首(歌胡行)〕
32　小南一郎氏は｢南朝の綴萩｣　(『中国文学報』第二十三冊)の中で西
洲曲に検討を加えながら､そこに見られる機知的な言語遊戯や言葉の繋がり方などの優れた技法から'唾止の背後にl人の詩人の姿を想像しておられる｡子夜歌は民歌であるが'その垂止過程に思いを致すとき'種々の段階において種々の階層の手が加えられているであろうことが想像
メ
される｡また､注30に触れた梁武帝粛術と子夜歌の関わり方も併せ考えると､子夜歌のi部に対する理解にもそのようなことがあり得るのではないかとも思われる｡33子夜歌を含む南北朝期の詩歌における芳香と女性の表現は'身体を表現する方向へと向かってゆくと現時点では考えている｡この点に関しては､第五十六回東北中国芸工大会(二〇〇七年五月二十六日'於山形大学)において'｢南北朝期の詩歌に見える芳香と女性の表現について
-民歌と謝審理｢梼衣｣轟を中心に｣という題で発表を行ったことが
ある｡
[附記]本稿は'第八回六朝学術学会大会(二〇〇四年十1月十四日'於斯文会館)で行った口頭発表を大幅に加筆修正したものです｡司会の労をとってくださった坂口三樹先生をはじめ'貴重なご意見をいただいた方々に感謝申し上げます｡｢香りを含む女たち(上)｣正誤表一頁上‥一三頁下‥
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